
（別紙３）

～ 2026年3月15日

（対象者数） 18 （回答者数）
16

～ 2026年3月15日

（対象者数） 6 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

OJT、外部研修の機会を積極的に行い、職員全員の専門的な

知識向上を図り、スキルアップを目指します。

2

今後も継続し、同じ方向性を持って療育にあたります。

3

・保護者とのコミュニケーションを大切に取組みます。　・

勝手な自己判断をすることなく管理者・児童発達支援管理責

任者への報連相により共有し対応します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

オンラインによる開催等、実施に向けた整備調整を検討す

る。

2

公共団体への問い合わせするなど検討していきたい。

3

○事業所名 あろはクラブ南幸町

○保護者評価実施期間
2026年2月16日

○保護者評価有効回答数

2026年2月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母会の活動支援や保護者会等により、保護者同士の交流の機

会が設けられない。

保護者の仕事、住居と事業所の距離等の問題もあり、開催日時

の設定が難しい。

第三者委員会など外部機関を運営に取り入れることが出来てい

ない。

外部機関とのつながりを持てる体制づくりの時間・費用面での

確保が難しい。

職員の人員配置を充実を図っている。・利用予定人数、活動内

容に応じ対応している。（職員の配置基準プラス増員で対応）

職員の知識向上を図るため、OJTや外部研修にも積極的な参加

を促している。

職員会議等により、児童の特徴や療育方法を共有することによ

り、同じ方向性を持って療育が出来るようにしている。

朝礼時にその日の利用児童の療養方法の確認している。

保護者との連携に努め、より良い療育、また家庭でのお困りご

とに寄り添えるよう努めている。

・送迎時にその日の様子をお伝えするなど、保護者とコミュニ

ケーションを図るよう努めてている。　　　　　　・保護者か

らの質問や要望に対し、管理者・児童発達支援管理責任者に必

ず伝え、管理者・児童発達支援管理責任者が保護者への対応し

ている。

事業所における自己評価総括表公表


